
新型コロナウイルス感染症の影響
により受けることができる支援制
度のまとめ（町 HP）

❖ �埼玉県感染防止対策協力金
❖ �新型コロナウイルス感染症対応休業支援

金・給付金
❖ �地方税の猶予
❖ �資金繰り支援（融資制度、信用保証、セー

フティネット貸付、マル経融資）
❖ �社会福祉施設への融資
❖ �時間外労働等改善助成金（テレワーク新

規導入の助成金、特別休暇の規定整備の
助成金）

❖ �小学校休業等対応助成金・支援金
❖ �中小事業者等の固定資産税の軽減

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
（令和 3 年 3 月 26 日現在）　

に関連する 支 援 内 容

❖ 「差し入れパック」お届けします
町では、新型コロナウイルス感染症により自宅療養
や自宅待機をされている方を対象に、町から食料品
や衛生用品などを詰め合わせた「差し入れパック」
を無料でお届けします。
問  総務課 ☎ 65-0401

❖ ワクチン接種券の送付
町では、65 歳以上の方を対象に、4 月以降に新型コ
ロナウイルスワクチン接種券を送付する予定です。
国からのワクチン供給量等によって、発送時期が変
更になる場合があります。
問  保健センター ☎ 65-1010

❖ 手指消毒用アルコールの配布
町では、新たにときがわ町へ転入された世帯と新た
に母子健康手帳の交付を受けた方を対象に、手指消
毒用アルコールを配布しています。
問  保健センター ☎ 65-1010

❖ 地方税の猶予
町税を納付することが困難な場合に、税務課に申請
することで猶予措置が受けられる場合があります。
問  税務課 徴収担当 ☎ 65-0811

❖ �国民健康保険税、介護保険料、後期
高齢者医療保険料の減免

新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減
少した世帯等に対して、国が定める基準に基づき減
免を実施しています。
国民健康保険税　 問  税務課 ☎ 65-0811
介護保険料　 問  福祉課 ☎ 65-0813
後期高齢者医療保険料　 問  町民課 ☎ 65-0812

❖ 浄化槽使用料の猶予
新型コロナウイルス感染症の影響で、一時的に納付
困難となった方からの相談により町が認める場合 

事業者の方への支援

回覧板エチケット

見る前、回す前に必ず

手洗い、手指消毒を！

浄化槽使用料の支払いを猶予します。
問  建設環境課 環境担当 ☎ 65-0814

❖ 水道料金の猶予
新型コロナウイルス感染症の影響で、一時的に納付
困難となった方からの相談により町が認める場合、水
道料金の支払いを猶予します。
問  水道課 ☎ 65-1555

❖ 休業者・失業者へ貸付
新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業
で、生活資金にお困りの方への貸付を実施しています。
問  社会福祉協議会 ☎ 65-1536

役場では、職員と来庁者の感染拡大防止のため、庁
舎の入口でサーマルカメラによる体温測定を実施し
ていますので、ご理解ご協力をお願いします。

防  災

災害時には道路の寸断等が起こることが予想さ
れ、物資の調達が滞る可能性があります。自宅
の安全が確保されている場合は「在宅避難」が
基本となるため、復旧までの数日間を過ごすた
めの備えが必要です。食料や飲料水等の必要品
を各家庭で備えておきましょう。一度に全てを
そろえることは難しいので、普段から少しずつ
買いそろえておきましょう。

備える
を

を備える

活用しましょう
も

家族で相談し、
必要なものを
備えましょう

を決めて、災害に備えましょう

食料は、「家族の人数×最低3日分（で
きれば 7 日分）」を備えておきましょう。
長期間保存ができるものや、ガスや電気等
が使えないことも考え、なるべく火を使わ
ず、温めなくてもおいしくたべられるもの
を見つけましょう。3 ～ 5 年保存が可能な
パスタやハンバーグ、野菜スープ等の非常
食もあります。実際に非常食を買って食べ
てみて、自分に合うものをみつけましょう。
 ❶ 保存期間が長いもの

（例）缶詰、乾パン　等
 ❷ 調理の必要が少ないもの

（例）レトルト食品、アルファ米　等

飲料水は、１人あたり１日３ℓ必要と言わ
れています。「家族の人数× 3ℓ×最低
3日分（できれば７日分）」を備えておき
ましょう。備蓄用の飲料水は、5 ～ 10 年
保存が可能なものもあります。

常に一定量の食料や飲料水を家に備蓄しておく
方法です。普段から少し多めに食材等を購入し、
使った分だけ新しく買い足すことで、家庭の備
蓄量を保つことができます。

衛生用品や日用品等の日常的に使用するものも
備えておく必要があります。また、持病をお持
ちの方がいる場合は常備薬、目が悪い方いる場
合は予備の眼鏡など、必要なものは人によって
異なります。家族で備蓄しておくものを話し
合っておきましょう。
 ❶ 衛生用品

（例）ティッシュ、トイレットペーパー、ウェッ
トティッシュ　等
 ❷ 日用品

（例）停電に備える　→　電池、モバイルバッ
テリー、LEDランタン　等
 ❸ その他

（例）乳幼児がいる場合　→　ミルク、水、カセッ
トコンロ、おむつ　等　※液体ミルクも便利

停電を想定して電気を使わないで過ごしてみる、
家族全員で非常食を食べ比べてみる等、災害を想
定して 1 日過ごしてみましょう。日頃の備えが、
いざという時の行動に繋がります。

食料

飲料水

ローリング
ストック

「家庭防災の日」

問  総務課 ☎ 65-0401

ご家庭の
備蓄を確認しましょう
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